
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
は
５
日
、
前
橋
市
の
ウ

ェ
ル
シ
テ
ィ
削
橋
で
群
馬
県
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交

換
会
Ｈ
写
真
――
を
行

っ
た
。
県
協
会
は
①

一
般
競
争
入
札
と
総
合
評
価
方
式
の
拡
大
②
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
発
生

と
そ
の
防
止
対
策
①
三
者
協
議
会
の
拡
充
に
つ
い
て
―
―
の
３
点
を
談
題
と
し
て
提
起
。　
一
方
、
関
東
地
方
整
備

局
は
、
工
事
内
訳
書
の
重
要
さ
や
、
建
設
業
法
令
順
守
、
下
請
け
取
引
の
適
正
化
と
中
小

。
中
堅
建
設
業
の
経
営

改
善
へ
の
取
り
組
み
―
―
な
ど
室
議
題
と
し
て
提
案
し
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
特
に
自
由
討
議
て
は
、
県

内
建
設
業
界
が
独
自
に
抱
え
る
課
題
や
、
取
り
巻
く
市
場
環
境
と
と
も
に
建
設
業
界
の
現
状
を
踏
ま
え
た
意
見
が

数
多
く
出
さ
れ
、
活
発
な
討
議
が
続
い
た
。

意
見
交
換
会
に
は
、
関
東

整
備
局
か
ら
中
島
威
夫
局
長

ほ
か
幹
部
、
県
内
所
管
の
各

事
務
所
長
、
県
か
ら
は
川
西

寛
理
事

（県
土
整
備
担
当
）

を
は
じ
め
、
県
土
整
備
局
関

係
幹
部
ら
が
参
加
。
県
建
設

業
協
会
か
ら
小
島
秀
薫
会

長
、
守
屋
泉
副
会
長
を
は
じ

め
、
１２
支
部
の
各
支
部
長
が

出
席
し
た
。

群
馬
県
建
設
業
協
会
か

ら
、
ま
ず

一
般
競
争
入
札
と

総
合
評
価
方
式
の
拡
大
に
つ

い
て
を
議
題
に
の
せ
だ
。
関

東
整
備
局
は
、
０７
年
度
か
ら

一童
疋
価
格
１
億
円
以
上
の
エ

事
は
条
件
付

一
般
競
争
に
、

群
馬
県
で
も
０８
年
度
か
ら
は

１
０
０
０
万
円
以
上
の
工
事

の
全
て
が
条
件
付

一
般
競
争

入
札
と
な
る
予
定
。

県
建
設
業
協
会
か
ら
は

「永
年
、
指
名
競
争
入
札
が

行
わ
れ
た
き
た
。
指
名
競
争

の
精
神
は
、
不
良
不
適
格
業

者
の
排
除
に
あ
り
、
裏
返
し

て
み
れ
は
非
指
名
競
争
入
札
　
価
法
方
式
が
拡
大
さ
れ
る
方

で
あ

っ
た
」
と
指
摘
し
、
指
　
向
に
あ
る
が
、
総
合
評
価
で

名
競
争
入
札
の
メ
リ
ッ
ト
に

も
眼
を
向
け
る
べ
き
」
と
迫

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
聞

東
整
備
局
は
、
０７
年
度
入
札

契
約

・
総
合
評
価
方
式
の
運

用
方
針
に
つ
い
て
説
明
。　
一

般
競
争
入
札
は
、
１
億
円
以

上
の
全
工
種
と
鋼
橋
上
部

・

Ｐ
Ｃ

・
水
門
設
腺
は
す
べ
て

導
入
す
る
ほ
か
、
原
則
と
し

て
金
て
の
工
事
に
総
合
評
価

方
式
を
導
入
す
る
方
針
を
報

告
し
た
。

ま
た
、
県
建
設
業
協
会
は
、

一
般
般
競
争
入
札
と
総
合
評

の
価
格
以
外
の
技
術
提
案
力

や
地
域
要
件
等
の
評
価
項
目

型
」
を
新
た
に
事
入
す
る
方

針
を
示
し
た
。

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
対
策
と

し
て
今
年
１
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
、
低
入
札
価
格
調

査
制
度
対
象
工
事
に
係
る
特

別
宣
点
調
査
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
も
質
問
が
及
び
、
関

東
整
備
局
は
、
昨
年
１２
月
の

新
た
な
対
策
後
の
特
別
室
点

こ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
対

策
に
つ
い
て
の
県
協
会
側
の

主
張
は
、
品
確
法
制
定
の
経

緯
が
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の

発
生
が
粗
悪
品
の
発
生
懸
念

に
つ
な
が
り
、
や
が
て
品
確

法
制
定
に
つ
な
が

っ
た
と
す

る
も
の
。

「
命
タ
ン
ピ
ン
グ

を
防
止
す
る
た
め
）
総
合
評

価
制
度
を
導
入
し
た
訳
で
、

て
設
計
、
施
王
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
の
考
え

を
強
調
。
そ
の
上
で
工
事
発

注
後
の
発
注
者
、
設
計
者
、

施
工
者
に
よ
る
三
者
協
議
の

試
行
結
果
や
誤
行
拡
大
に
対

す
る
考
え
方
を
質
し
た
。

関
東
整
備
局
は
、
設
計
精

度
向
上
と
設
計
変
更
業
務
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
０５
年
度
か
ら
進
め
て
い

る

「
設
計

・
施

工
技
術
連
絡

会
議
」
、
い
わ
ゆ
る
三
者
協

議
の
試
行
状
況
を
説
明
。
あ

わ
せ
ス
「設
計
変
更
審
葵
雷

の
試
行
や

「設
計
変
更
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

（案
）
」
の
作
成

状
況
や
△
′後
の
見
通
し
を
報

告
し
た
。
三
者
協
議
は
０６
年

度
２４
事
業
で
実
施
し
た
が
、

０７
年
度
は
さ
ら
に
拡
大
す

る
。
設
計
変
更
審
査
会
も
０６

年
度
範
事
業
で
実
施
し
た
ほ

か
、
０７
年
度
は
試
行
を
拡
大

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。こ

の
ほ
か
、
関
東
整
備
局

か
ら
は
受
注
者
が
提
出
す
る

工
事
内
訳
書
が
入
れ
鏡
森
聟
手

続
き
上
の
重
要
な
書
類
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た

ほ
か
、
下
請
取
引
の
適
正
化

や
中
小

・
中
堅
建
設
業
の
経

営
改
善

へ
の
取
り
組
み
に
つ

て
協
力
を
要
請
し
た
。

に
つ
い
て
質
問
。
そ

れ
に
対
し
て
関
東
整

備
局
は
、
総
合
評
価

方
式
に
つ
い
て
は
、

Ｖ
Ｅ
提
案
を
求
め
る

「
標
準

型
」
、
施

エ

の
五
程
管
理
な
ど
評

価
す
る

「
間
易
型
」
、

ま
た
〈”毎
度
な
り
は

１
億
円
以
下
て
比
較

的
難
易
度
の
低
い
も

の
を
対
象
に
、
簡
易

な

「施
工
計
回
」
で

経

か
害
ネ

新

断
す
る

「簡
易
普
及

調
査
発
生
率
は
１０
・８
％
（２‐

件
）
で
、

「全
工
事
の
入
札

を
無
効
と
し
た
」
と
報
告
じ

た
。２

億
円
未
満
の
工
事
の
落

札
率
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

関
東
整
備
局
は
０６
年
度
実
績

で
８７

・
５
％
、
群
馬
県
の
発

注
工
事
の
落
札
率
は
０５
年
度

の
９５

，
３
％
か
ら
０７
年
度
は

９４
％
と
１

・
３
ポ
イ
ン
ト
ほ

ど
低
下
し
て
お
り
、
０７
年
度

は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
９４
％

程
電
で
推
移
し
て
い
る
レ」し

た
。

総
合
評
価
制
度
の
中
で
ダ
ン

ピ
ン
グ
が
併
存
す
る
こ
レ
生
日

体
お
か
し
い
」
と
主
張
。
総

合
評
価
に
は
最
低
制
限
価
格

が
あ
る

べ
き
で
、
次
回
以
降

の

一
定
麺

間
は
指
名
に
加
え

な
い
な
ど
の
強
力
な
指
置
を

と
る
べ
き
、
と
し
た
。

三
者
協
議
の
拡
充
に
つ
い

て
県
協
会
側
は
、

「
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
質
の
高

い
製
品
を
供
給
す
る
た
め
に

は
、
発
注
者
、
設
計
者
、
施

工
者
が
そ
れ
で
れ
の
役
割
を

遂
行
し
、
共
通
の
認
識
の
下

総
合
評
価
制
度
と
併
存

お
か
し
い

業
界
側

「強
力
な
措
置
と
る
べ
き
」

19年 6月 6日

建設産業新聞


